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前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
事
者
、
利
害
関
係
参
加
人
又
は
代
理
人
か
ら
そ
の
住
所
、
郵
便
番
号
及
び
電
話

番
号
を
記
載
し
た
同
項
の
書
面
が
提
出
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、以
後
裁
判
所
に
提
出
す
る
同
項
の
書
面
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ら
を
記
載
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

（
裁
判
所
に
提
出
す
べ
き
書
面
の
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
に
よ
る
提
出
）

第
二
条

裁
判
所
に
提
出
す
べ
き
書
面
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
除
き
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
を
利
用
し
て
送
信
す
る
こ
と

に
よ
り
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

民
事
訴
訟
費
用
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
四
十
号
）
の
規
定
に
よ
り
手
数
料
を
納
付
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
申
立
て
に
係
る
書
面

二

そ
の
提
出
に
よ
り
非
訟
事
件
の
手
続
の
開
始
、
続
行
、
停
止
又
は
完
結
を
さ
せ
る
書
面
（
前
号
に
該
当
す
る
書

面
を
除
く
。）

三

法
定
代
理
権
、
非
訟
事
件
の
手
続
に
お
け
る
手
続
上
の
行
為
（
第
十
二
条
に
お
い
て
「
手
続
行
為
」
と
い
う
。）

を
す
る
の
に
必
要
な
授
権
又
は
手
続
代
理
人
の
権
限
を
証
明
す
る
書
面
そ
の
他
の
非
訟
事
件
の
手
続
上
重
要
な
事

項
を
証
明
す
る
書
面

四

再
抗
告
若
し
く
は
特
別
抗
告
の
抗
告
理
由
書
又
は
非
訟
事
件
手
続
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
五
十
一
号
。
以

下
「
法
」
と
い
う
。）第
七
十
七
条
第
二
項
（
法
第
八
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
申
立
て
に
係

る
理
由
書

２

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
を
利
用
し
て
書
面
が
提
出
さ
れ
た
と
き
は
、
裁
判
所
が
受
信
し
た
時
に
、
当
該
書
面
が
裁
判
所
に

提
出
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

３

裁
判
所
は
、
前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
提
出
者
に
対
し
、
送
信
に
使

用
し
た
書
面
を
提
出
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
除
斥
又
は
忌
避
に
つ
い
て
の
裁
判
官
の
意
見
陳
述
・
法
第
十
三
条
）

第
九
条

裁
判
官
は
、
そ
の
除
斥
又
は
忌
避
の
申
立
て
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
裁
判
官
の
回
避
）

第
十
条

裁
判
官
は
、
法
第
十
一
条
第
一
項
又
は
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
場
合
に
は
、
監
督
権
を
有
す
る
裁
判

所
の
許
可
を
得
て
、
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
裁
判
所
書
記
官
及
び
専
門
委
員
の
除
斥
等
・
法
第
十
四
条
等
）

第
十
一
条

裁
判
所
書
記
官
及
び
専
門
委
員
の
除
斥
、
忌
避
及
び
回
避
に
つ
い
て
は
、
前
三
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
簡
易
裁
判
所
の
裁
判
所
書
記
官
の
回
避
の
許
可
は
、
そ
の
裁
判
所
書
記
官
の
所
属
す
る
裁
判

所
の
裁
判
所
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
九
号
）
第
三
十
七
条
に
規
定
す
る
裁
判
官
が
す
る
。

第
三
節

当
事
者
能
力
及
び
手
続
行
為
能
力

（
法
人
で
な
い
社
団
又
は
財
団
の
当
事
者
能
力
の
判
断
資
料
の
提
出
等
・
法
第
十
六
条
）

第
十
二
条

非
訟
事
件
の
手
続
に
お
け
る
法
人
で
な
い
社
団
又
は
財
団
の
当
事
者
能
力
の
判
断
資
料
の
提
出
に
つ
い
て

は
民
事
訴
訟
規
則
第
十
四
条
の
規
定
を
、
非
訟
事
件
の
手
続
に
お
け
る
法
定
代
理
権
及
び
手
続
行
為
を
す
る
の
に
必

要
な
授
権
の
証
明
に
つ
い
て
は
同
規
則
第
十
五
条
前
段
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
法
定
代
理
権
の
消
滅
の
通
知
の
方
式
・
法
第
十
八
条
）

第
十
三
条

法
定
代
理
権
の
消
滅
の
通
知
は
、
書
面
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
法
人
の
代
表
者
等
へ
の
準
用
・
法
第
十
九
条
）

第
十
四
条

法
人
の
代
表
者
及
び
法
人
で
な
い
社
団
又
は
財
団
で
当
事
者
能
力
を
有
す
る
も
の
の
代
表
者
又
は
管
理
人

に
つ
い
て
は
、
こ
の
規
則
中
法
定
代
理
及
び
法
定
代
理
人
に
関
す
る
規
定
を
準
用
す
る
。

第
四
節

参
加

（
参
加
の
申
出
の
方
式
等
・
法
第
二
十
条
等
）

第
十
五
条

法
第
二
十
条
第
二
項
の
書
面
に
は
、
非
訟
事
件
の
手
続
に
参
加
す
る
者
が
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
者
で

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
資
料
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
参
加
の
申
出
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
申
出
を
却
下
す
る
裁
判
が
あ
っ
た

と
き
を
除
き
、
裁
判
所
書
記
官
は
、
そ
の
旨
を
当
事
者
及
び
利
害
関
係
参
加
人
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

法
第
二
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
参
加
の
許
可
の
裁
判
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
裁
判
所
書
記
官
は
、
そ
の
旨

を
当
事
者
及
び
利
害
関
係
参
加
人
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

第
一
項
の
規
定
は
法
第
二
十
一
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
条
第
二
項
の
書
面
に
つ
い
て
、
第
二
項

の
規
定
は
法
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
参
加
の
申
出
が
あ
っ
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
第
一
項
中
「
同
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
、「
法
第
二
十
一
条
第
一
項
又
は
第
二
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る
。第

五
節

手
続
代
理
人

（
手
続
代
理
人
の
代
理
権
の
証
明
等
・
法
第
二
十
三
条
等
）

第
十
六
条

手
続
代
理
人
の
権
限
は
、
書
面
で
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
書
面
が
私
文
書
で
あ
る
と
き
は
、
裁
判
所
は
、
公
証
人
そ
の
他
の
認
証
の
権
限
を
有
す
る
公
務
員
の
認
証

を
受
け
る
べ
き
こ
と
を
手
続
代
理
人
に
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

手
続
代
理
人
の
権
限
の
消
滅
の
通
知
は
、
書
面
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
裁
判
所
に
提
出
す
る
書
面
に
記
載
し
た
情
報
の
電
磁
的
方
法
に
よ
る
提
供
等
）

第
三
条

裁
判
所
は
、
書
面
を
裁
判
所
に
提
出
し
た
者
又
は
提
出
し
よ
う
と
す
る
者
が
当
該
書
面
に
記
載
さ
れ
て
い
る

情
報
の
内
容
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ
て
、電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
有
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、そ
の
者
に
対
し
、

当
該
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
情
報
を
電
磁
的
方
法
（
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通

信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
を
い
う
。）で
あ
っ
て
裁
判
所
の
定
め
る
も
の
に
よ
り
裁
判
所
に
提
供
す
る
こ
と
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
る
。

２

裁
判
所
は
、
申
立
書
そ
の
他
の
書
面
を
送
付
し
よ
う
と
す
る
と
き
そ
の
他
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該

書
面
を
裁
判
所
に
提
出
し
た
者
又
は
提
出
し
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
、
そ
の
写
し
を
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
る
。

（
申
立
て
そ
の
他
の
申
述
の
方
式
等
に
関
す
る
民
事
訴
訟
規
則
の
準
用
）

第
四
条

民
事
訴
訟
規
則
（
平
成
八
年
最
高
裁
判
所
規
則
第
五
号
）
第
一
条
の
規
定
は
非
訟
事
件
の
手
続
に
お
け
る
申

立
て
そ
の
他
の
申
述
の
方
式
に
つ
い
て
、
同
規
則
第
四
条
の
規
定
は
非
訟
事
件
の
手
続
に
お
け
る
催
告
及
び
通
知
に

つ
い
て
、
同
規
則
第
五
条
の
規
定
は
非
訟
事
件
の
手
続
に
お
け
る
書
類
の
記
載
の
仕
方
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
二
章

非
訟
事
件
に
共
通
す
る
手
続

第
一
節

管
轄

（
移
送
に
お
け
る
取
扱
い
・
法
第
六
条
等
）

第
五
条

裁
判
所
は
、
法
第
六
条
た
だ
し
書
又
は
法
第
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
民
事
訴
訟
法
（
平
成
八
年
法

律
第
百
九
号
）
第
十
八
条
の
申
立
て
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
事
者
及
び
利
害
関
係
参
加
人
の
意
見
を
聴
い
て
裁
判
を

す
る
も
の
と
す
る
。

２

裁
判
所
は
、
職
権
に
よ
り
法
第
六
条
た
だ
し
書
又
は
法
第
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
民
事
訴
訟
法
第
十
八

条
の
規
定
に
よ
る
移
送
の
裁
判
を
す
る
と
き
は
、
当
事
者
及
び
利
害
関
係
参
加
人
の
意
見
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
。

（
法
第
八
条
の
最
高
裁
判
所
規
則
で
定
め
る
地
の
指
定
）

第
六
条

法
第
八
条
の
最
高
裁
判
所
規
則
で
定
め
る
地
は
、
東
京
都
千
代
田
区
と
す
る
。

（
移
送
に
関
す
る
民
事
訴
訟
規
則
の
準
用
・
法
第
十
条
）

第
七
条

民
事
訴
訟
規
則
第
七
条
及
び
第
九
条
の
規
定
は
、
非
訟
事
件
の
移
送
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
二
節

裁
判
所
職
員
の
除
斥
、
忌
避
及
び
回
避

（
除
斥
又
は
忌
避
の
申
立
て
の
方
式
等
・
法
第
十
一
条
等
）

第
八
条

裁
判
官
に
対
す
る
除
斥
又
は
忌
避
の
申
立
て
は
、
そ
の
原
因
を
明
示
し
て
、
裁
判
官
の
所
属
す
る
裁
判
所
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
申
立
て
は
、
非
訟
事
件
の
手
続
の
期
日
に
お
い
て
す
る
場
合
を
除
き
、
書
面
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

除
斥
又
は
忌
避
の
原
因
は
、
申
立
て
を
し
た
日
か
ら
三
日
以
内
に
疎
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
第
十
二
条
第

二
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
事
実
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

™


		2012-07-16T14:38:17+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




